様式第２号

広島市まちの美化に関する里親制度覚書

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と広島市（以下「乙」という。）は、広島市まちの美化に関する里親制度の実施に関し、次のとおり覚書を交わすものとする。

記

１　清掃活動等の実施区域　

２　活動開始年月日

　　令和　　年　　月　　日

３　活動内容

　(1)　清掃活動（空き缶や吸い殻等の散乱ごみの回収）

　(2)　啓発活動（チラシや啓発物品の配布）

　(3)　巡回活動（不法投棄や道路の穴ぼこ、側溝蓋等の破損の発見などの情報の提供）

　(4)　その他の活動

　　　　

　　　　注）甲が上記の活動以外の活動（例えば植栽など）を行おうとする場合は、別途道路管理者と協議する。　

４　乙が行うこと（(1)から(5)のうち、必要又は可能な場合のみ記載する。）
　(1)　甲が回収したごみなどの処理
　(2)　広島市市民活動保険の報告・手続き等
　(3)　設置可能な場所での活動団体名入りの美化啓発用看板等の掲出

　(4)　ごみ袋等、甲の活動に必要な用具類の提供

　(5)　その他、甲の活動に必要な啓発物資等の提供

５　回収したごみの処理方法（(1)又は(2)のどちらか一方の内容を記載する。）
　(1)　参加者が事業者の場合
ア　甲は市指定のごみ袋に入れて、事業ごみの集積所に排出する。
イ　排出したごみは、甲の指定業者が収集する。

　(2)　参加者が事業者以外の場合

甲は市指定のごみ袋に入れて、家庭ごみの集積所に排出する。
　

６　甲の留意事項

　(1)　「広島市まちの美化に関する里親制度活動マニュアル」に基づき活動を行うこと。

　(2)　甲は活動区域で清掃活動等を行う場合、チラシや商品、試供品等の配布・販売やイベント・集会の開催など、里親制度の目的と異なる活動を行わないこと。

７　活動中の事故等

　　甲による広島市まちの美化に関する里親制度の活動中の第三者との紛議については、

当事者間で解決する。

８　その他

　　この覚書について疑義が生じたとき、又はこの覚書に定めのない事項については、甲・

　乙協議のうえ決定するものとする。なお、重要な事項については、書面により決定する。

　　この覚書を証するため、本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ、各その１通を保

有する。

　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　甲　　

　　　　　　　　　　　　　　　乙

